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研究成果の概要（和文）： 
 本研究の目的は、軍事史を現代の歴史学の潮流の中に位置づけることであり、軍隊に関
する史料に着目して、軍隊と社会の関係を考察した。ドイツ人研究者 4 名と日本史やアジ
ア史の研究者 4 名により組織され、2010 年 3 月に開催された国際シンポジウムにより、
新しい軍事史研究の可能性を国内の研究者にアピールするとともに、日独の軍事史研究者
が双方の研究状況について相互理解を深めた。本研究により、より広い歴史的な文脈で軍
事を考察することの重要性を指摘することができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The primary objective of this project was to locate the military history in the current 
historical research. To examine the relation between Military and Society, the project 
focused on the historical materials for military history. The project held International 
Symposium entitled “Problems and Materials for ‘New Military History’- Europe, Asia 
and Japan-”on March 2010. With four speakers invited from Germany, we discussed 
recent trends of military history of Germany, China and Japan, as well as historical 
materials for military history. This symposium encouraged international cooperation 
in these fields and stimulated historians in Japan. We believe we have shown the 
importance of rescuing the military from its entrenched military history and 
considering it in wider historical contexts, in addition to opening up the possibility to 
create a new field of history. 
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１．研究開始当初の背景 
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そこで得られた知見をさらに発展させるた
めに、本研究を組織した。 
(2) 内外の研究状況との関連 
 日本の西洋史における軍隊や軍事史に関
する研究は、端緒についたばかりであり、と
いうのが現状であり、研究の意義や可能性を
広く認知させるために、本研究課題によって
より質の高い研究事例を提供するとともに、
今日の歴史学の水準に合致した、軍事史に関
する見通しを示す必要があった。 
 
２．研究の目的 
(1) 各専門分野の研究の推進 
 16 世紀から 19 世紀のヨーロッパ地域を主
たる対象とし、海外調査等をふまえ、史料に
基づいた実証レベルの高い研究を行う。 
(2) 軍事史に関する史料論の検討 
 軍隊に関する文書の状況を調査し、軍事史
関係の史料についての検討を実施する。これ
に関しては、以下の 2 点の研究視角のもとで
具体的作業を行う。 

① 各国において、軍事文書館に限定せず、
ひろく軍事史関連の資料が所蔵されてい
る文書館を調査する。これにより、史料論
から軍隊と社会との関係に光を当て、軍隊
に関連する史料から何が見えるのかを検
討する。 
② 軍事史に関する同種の史料のあり方を
地域・時代別に比較し、その地域の社会や
国家の特性を考える。これより、軍事史史
料という側面から当時の国家や社会のあ
り方を照射する。 

 
３．研究の方法 
(1) 個別研究の推進 
各個人ごとに与えられたテーマの研究を推
進する。各人は研究会において順次発表をし、
他の地域や異なる時代との比較史的考察を
行なって、研究を深化させる。 
(2) 文書館史料の調査 
 研究目的の史料論については、個別研究の
実施にあたって利用する文書館や、過去に利
用した文書館の状況を整理して、まとめる。 
(3) 研究会の開催 
現在定期的に実施している「『軍隊と社会の
歴史』研究会」において、上記 2点の成果を
発表し検討する。また、合宿形式の研究会も
行い、日本史や東洋史など異なる地域のゲス
ト・スピーカーを呼び意見を得る機会も設定
する。 
(4) 外国人研究者との意見交換、シンポジウ
ムの開催 
各人の研究視角を深化させるために、外国人
研究者とともに研究会を実施する。また史料
論に関しては、軍事史史料に精通した外国人
研究者を招き、日本史などの研究者を交えて
「軍事史料の可能性」をテーマとしたシンポ

ジウムを開催する。 
(5) 軍事史に関する研究成果の紹介 
 研究入門の刊行とも関連させ、海外で定評
のある軍事史に関する研究文献を翻訳し、出
版する。 
 
４．研究成果 
(1) 個別研究の推進と文書館資料の収集に
関しては、代表者と分担者 8 名全員がヨーロ
ッパの文書館で文献の収集と資料状況の調
査を実施した(のべ 12 回)。 
(2) 3 年間で 6回の研究会を開催し、2009 年
2 月と 2010 年 12 月には 1 泊 2 日で合宿形式
で実施した。2009年 2月には日本史と清朝史
の研究者と翌年のシンポジウムに向けた研
究のすりあわせを行い、2009 年 12 月には日
本史とドイツ史の発表により、戦没者慰霊に
ついての研究会を催した。アジア史や日本史
の研究者と本格的に連携を開始し、新しい軍
事史の領域を拡大することができたのは、こ
の 3年間の大きな成果であった。 
(3) 海外の研究者との交流に関しては、ラル
フ・プレーヴェ氏 (ポツダム大学教授)とユ
ルゲン・クロースターフース氏 (プロイセン
枢密古文書館館長)、ポツダム大学大学院生
２名を招き、2010 年 3月 21 日と 22 日に「｢新
しい軍事史｣の課題と方法―ヨーロッパ・ア
ジア・日本―」という国際シンポジウムを実
施した。アジア史と日本史の報告・コメント
も加え、日独の研究者で現在の軍事史研究の
課題を共有することができ、多くの有益な情
報を交換することができた。 
(4) 海外の研究成果の紹介については、2010
年 4 月に、阪口、丸畠、鈴木の翻訳により、
ラルフ・プレーヴェ『19 世紀ドイツの軍隊･
国家･社会』(創元社)を出版した。 
(5) 研究成果の発表については、上記翻訳書
のほか、個別研究については論文集の出版を、
史料論については、2010年 3 月のシンポジウ
ムの報告とその補完の原稿を加え、『近世近
代軍事史研究入門』の出版を計画している。    
(6) 3 年間の研究により、軍事史の共同研究
の領域を日本史やアジア史までに拡大する
とともに、日本の研究を海外に発信する準備
が完了した。今後は、その方向で、さらに研
究を継続していく予定である。 
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